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グローバル化・多様化が進む現代社会！人と人とが本当の信頼関係を作るためには果たして何が必要だと思いますか？実は、
「Personality（個性）」とは「Identity（主体性）」と「Humanity（人間性）」の両面から評価されます。そして、その
「Identity」はその自身の帰属を示す「Locality（土着性）」と「Sociality（社会性）」と深い関係にあります。まずは、自分自
身の正当なる評価を高めるために、自らの帰属領域を示す、国や地域、社会の基本について学び、海外の方を含め、多種多彩な
人たちと深い信頼関係を築くことのできるグローバル・リーダーの育成を目指します。 
※海外駐在前研修にも十分お役立ていただけます。 

▼カリキュラム概要 

２．生まれ育った国の意味や価値を知る 
　　日本とは？日本らしさとは？リーダーに必要な基礎教養力。 

▼具体的内容　　所要時間：180分 

４．教養力を身につけるテクニック 
　　「教養」と「知識」の違いを知る！理解のある区別と理解のない差別の分かる人へ 
　　「無関心」と「無関係」の違い！自身に潜む客観的事実とオリジナル・ストーリーを思い描ける自分へ 

１．間違いだらけの国際感覚～なぜ、海外で恥をかく日本人が多いのか？ 
　　（１）教養の差は信用の差～外国人が認める日本人 
　　（２）表面ばかりをみていて中身を見ようとしない日本人～グローカル社会（Global Stage × Local Identity）の到来 

３．日本人の意味や価値を知る 
　　あらゆる年中行事、文化風習、社会通念のはじまりとは？ 
　　世界にない日本語！日本の常識・海外の非常識から海外で失敗しない理解力を創る。 

５．質疑応答 


